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会長挨拶

　サクラの開花予想が気になり始めましたが、来週の例会は恒例の観桜会になります。
３クラブ合同の例会になってから早いもので14回目になります。

　今年度は裾野ＲＣが担当しますので、金曜日（２日）に行われます。
　花見は日本にしかない習慣だそうです。遠い昔、芭蕉が花見の宴席で『木の下に　汁も　膾も　桜か
な』と句を詠んでいます。はらはらと散る桜、花見の宴席に出された汁椀にも、なますの器にも花びら
が散りかかって桜一色という意味ですが、花見が好まれるのはただ単に花の観賞ではなく、飲食の楽し
み、みんなと場を共にする楽しみが備わっているからです。この句は日本人がなぜ花見を好むのかの答
えになっています。
　このように、花見といえば“酒”がつきものです。酒といえば、皆さんの中には、「キャバレー」や「バー」
のことを思い出す方もいるかと思います。どのようにしてこの二つが生まれたのか御存じですか？
　ヨーロッパでは「酒場」は元来は宿泊施設の一部でした。４世紀頃に出てきたようで、軍隊の駐屯地
を意味する「オーベルジュ」と呼ばれていました。都市が発達してきた13世紀頃になると、そのオーベ
ルジュといわれる宿泊施設から飲食専門としての居酒屋が分離して、オランダ語で部屋を意味する「カ
ブレット」からとって「キャバレー」と呼ばれる、地酒ともいうべきワインを提供する店ができました。
17世紀になってオスマン帝国から新しい飲料のコーヒーが入ってきてヨーロッパに広まり「キャバレー」
でもコーヒーを扱うようになりました。
　しかし、時が経つにつれて、「キャバレー」は酒類を扱う店になり、コーヒーを中心に扱う店は「カ
フェ」と呼ばれるようになりました。
　産業革命の後に都市の規模が大きくなると、ショーを楽しませる大型店が「キャバレー」と呼ばれる
ようになり、「カフェ」もコーヒーとともに酒類を扱うようになって酒場に変わっていきました。
　それに対して急速に西部の開拓が進んでいたアメリカではサロン（フランス語で客間）が訛った「サ
ルーン」という飲食店が広がりました。当時飲食店では、樽に入れたウィスキーを“グラス売り”して
いましたが、酔った客が店主の目を盗んで勝手に樽から酒を飲んでしまうことがしばしば起こったため
に、業者は頑丈な“横棒”（バー）を渡して、客が勝手に酒樽に近づけないようにしました。境の「棒」
はやがて横板に変わり、その後カウンターが設けられて対面式の酒場に変化しました。
　それが、皆さんの大好きな『バー』です。

第2129回 例会プログラム 会　員　慶　事
●例　会　場／御殿場高原ホテル
●開 会 点 鐘／18 : 30 
●ロータリーソング／四つのテスト　 
●内　　　容／３クラブ合同観桜会 
　　　　　　　全　員

●結婚記念日／４月７日　土屋闊正君 卓栄子様ご夫妻
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会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 57名 52名 91.23％ 100％

欠席者（５名）

の出席報告3
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3
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※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

井上　元君・石田　恩君・梶原一正君・芹澤正明君
臼井良太君

のメーキャップ

のスマイル
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裾野ＲＣ 
裾野ＲＣ
沼津ＲＣ

嶋田泉太郎君 
勝又　英男君
大森　清治君
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親が無くても子は育つ。４月から内孫の上の娘が、
大学進学のため家から離れます。ちょっぴり寂しく
心配です。稲葉博之君

先日は古希のお祝いありがとうございました。
内海宣彦君

御殿場中学の野球部で本日のお客様の秋岡先生にし
ごかれた私の次男が、医学部を卒業して研修医の道
を歩み始めました。当分浜松に残るという事で、私
が患者になるのは先の話かも知れませんが。
勝又　洋君

小山町立小山中学校教諭

野球を通しての人との関わり

　私は小学生の時はサッカー、野
球を始めたのは中学校からです。
中学では東部大会まで行きました。
高校は進学校の富士高校ですが、

当時野球が大変強く、朝から晩まで毎日しごかれ
ました。家に帰っても寝る時間がないので、授業
中はいつも居眠りしていました。そんな環境です
から、すこしでも勉強は効率よくやろうと努力し
ました。その甲斐あって一度も赤点は取りません
でした。
　監督は昨年甲子園で日本高野連から「育成功労賞」
で表彰された坪内一哲富士宮西高監督でした。大
変厳しい指導を受けましたが、甲子園出場を決め
た試合で私が粘って四球を選び逆転サヨナラのきっ
かけを作った時、後のインタビューで一回だけ褒
めてくれました。今の私も指導者として練習は厳
しく、簡単に褒めたりしません。しかし、子供た
ちが努力しているかしっかり見ること、ここぞと

いう時に褒めたり、チャンスを与えようと努めて
います。
　野球に限らず自分自身で取り組んでいる事は、
優柔決断（柔軟な考えと最後は迷わず決断する）、
有言実行、野球以外もがんばる、仕事も家庭も臨
機応変に（家では家事もします）、情報収集（最
後は感を信じて）、保護者との一体感（今一番自
分を支えてくれている）、広い世界・視野で、そ
して最後は「負けず嫌い」。これが一番大事かも
しれません。
　現在心がけている事ですが、最初に明確な「目的」
を教える事、より成長させる「工夫」をする事です。
別紙は雑誌の記事になった少ない時間で効率よく
練習する、小山中の「目的」「工夫」です。また野
球以外でもそうですが、子供に声をかけるタイミ
ングがあります。最初から優しい言葉をかけても、
怒ってばかりでもだめです。そして今時の生徒だ
からこそ「ハート」に訴える事が必要です。
　最後に、中学生の職場体験や将来の就職などで
皆様のご協力をお願いいたします。

秋岡達郎様


